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祝『山陰海岸ジオパーク』エリアを拡大し再認定決定 !!
浄化槽の管理はできていますか？
パートタイム労働法が変わります
農業委員会だより
オリジナルナンバープレートを交付します
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岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町

主 な
内 容

９/21　ガイナーレ鳥取vs藤枝MYFC戦は岩美町ホームタウンデイでした。
　　　　試合の前に町内の保育所園児がガイナマンと一緒に体操をしました。

注目
記事 いわみ道の駅（仮称）を整備 P4

ガイナマン体操をがんばったよ！
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わがまち
ホっとニュース

　

田
中
悠
さ
ん
（
岩
美

中
3
年
）
が
、
9
月
18

日
に
開
催
さ
れ
た
「
少

年
の
主
張　

鳥
取
県
大

会
」（
青
少
年
育
成
鳥
取

県
民
会
議
主
催
）
で
最

優
秀
賞
（
鳥
取
県
知
事

賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
「
本
当
の
気
持
ち
と
本
当
の
仲
間
」
と
い
う
演

題
で
、
ク
ラ
ス
全
体
が
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
に
取

り
組
む
過
程
に
お
い
て
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
仲
間
に
伝

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
同
年
代
の
聴
衆
に
訴
え
ま
し
た
。
こ

の
主
張
は
全
国
大
会
出
場
候
補
と
し
て
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

選
考
会
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

「少年の主張」
最優秀賞受賞！

　

岩
美
町
建
設
事
業
協
同
組
合
が
９
月

６
日
（
土
）、
役
場
職
員
と
共
同
で
独
居

老
人
宅
の
漏
水
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
水
道
工
事
の
資
格
を
持
つ
業
者

９
社
か
ら
10
人
が
参
加
。
業
者
と
役
場

職
員
が
２
人
一
組
で
各
家
庭
を
訪
問
し

量
水
器
に
よ
る
漏
水
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
調
査
し

た
の
は
３
３
７
世

帯
で
、
８
か
所
で

漏
水
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

当
日
留
守
に
さ
れ
て
い
て
、
郵
便
受

け
等
に
漏
水
の
お
知
ら
せ
が
入
っ
て
い

た
方
は
、
お
早
目
の
修
繕
を
お
願
い
し

ま
す
。

独居老人宅で
ボランティア漏水調査

　

平
成
26
年
9
月
23
日
（
火
・
祝
）
第
6

回
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界
ユ
ネ
ス
コ
会
議
で
、

『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
』
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
再
認
定
が
発
表
さ
れ
、
現
地
カ
ナ

ダ
・
ス
ト
ー
ン
ハ
ン
マ
ー
会
場
と
豊
岡
市

（
豊
岡
市
役
所
）
と
鳥
取
市
（
青
谷
総
合

事
務
所
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
同

時
中
継
に
よ
り
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
会
場
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー
に
流
れ

る
映
像
や
解
説
、
順
次
発
表
さ
れ
る
国
々

の
興
奮
や
熱
気
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
発
表

を
今
か
今
か
と
待
ち
望
み
水
を
打
っ
た
よ

う
に
静
ま
り
返
っ
て
い
た
会
場
が
、
発
表

と
同
時
に
歓
喜
と
興
奮
に
包
み
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

新
規
認
定
11
地
域
が
仲
間
入
り
し
、
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
地

域
は
32
か
国
111
地
域

と
な
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
「
阿
蘇
ジ
オ

パ
ー
ク
」
が
仲
間
入

り
し
、
日
本
国
内
で

は
7
番
目
と
な
り
ま

す
。
ち
な
み
に
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は

２
０
１
０
年
10
月
3

日
、
日
本
で
4
番
目

に
世
界
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
鳥
取
市
白
兎

海
岸
か
ら
青
谷
海
岸
ま
で
の
約
10
㎞
を
エ
リ

ア
拡
大
し
、
東
は
京
丹
後
市
経
ヶ
岬
か
ら
東

西
約
１
２
０
㎞
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
岩
美
町
で
は
再
認
定
を
記
念
し
、

11
月
1
日(

土)　

中
央
公
民
館
に

て
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
役
場
ホ
ー

ル
で
は
パ
ネ
ル
や

写
真
を
10
月
17
日

㈮
ま
で
展
示
し
て

い
ま
す
。
ご
自
由

に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
』

　
エ
リ
ア
を
拡
大
し
再
認
定
決
定
!!

祝

役場ホール展示

久寿玉でお祝い

歓喜に包まれた会場



広報いわみ  2014年10月号3

わがまち
ホっとニュース

　

８
月
30
日
（
土
）、
旧
蒲

生
小
学
校
跡
、
い
わ
み
ふ
る

さ
と
音
楽
堂
に
て
野
外
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「
ト
ラ
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
町
さ
れ
た
６
つ
の
バ
ン

ド
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

途
中
、
雨
が
降
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
来
場
さ
れ

た
方
々
は
出
演
者
の
声
や
音

楽
に
つ
ら
れ
、
歓
声
を
上
げ

た
り
体
を
動
か
し
た
り
な

ど
、
笑
顔
で
音
楽
を
楽
し
む

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

第
４
回
目
を
迎
え
た
岩
美
キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
全
国
大
会
が
、
８
月
17
日
（
日
）、
大
谷
海
岸

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
憎
の
悪
天
候
の
た
め
、
バ
イ
ク
競
技

を
中
止
し
て
ラ
ン
と
ス
イ
ム
に
よ
る
“
ア
ク
ア
ス

ロ
ン
”
形
式
で
行
わ
れ
た
今
大
会
。
遠
く
は
、
福

岡
や
愛
媛
、
京
都
な
ど
全
国
か
ら
２
４
５
人
の
小

さ
な
鉄
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
選
手
が
８
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
参
加
選

手
全
員
が
見
事
に
完
走
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
地
元
自
治
会
を

は
じ
め
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
大
会
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町

岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町

いわみふるさと音楽堂にて
「トラロックフェス」開催

第４回岩美キッズトライアスロン全国大会
開催！

岩美キッズトライアスロン全国
大会はスポーツ振興くじ助成を
受けて運営されています。

chaqq

だいやぁ☆もんど

MAD☆TOYZ ALICA あほ男

kotonoha
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道
の
駅
は
、
道
路
利
用
者
の
休
憩
施
設
と

し
て
の
機
能
の
ほ
か
、
地
元
産
品
の
販
売
な

ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、
地
域
情
報
の
発

信
、
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
併

せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

　

い
わ
み
道
の
駅
（
仮
称
）
は
、
関
係
諸
団

体
や
生
産
者
、
地
域
住
民
代
表
等
で
組
織
す

る
「
い
わ
み
道
の
駅
設
立
協
議
会
」
で
、
そ

の
管
理
運
営
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
お
り
、
町
内
産
業

の
振
興
を
図
る
拠
点
施
設
と
し
て
平
成
27
年

７
月
初
旬
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

い
わ
み
道
の
駅
（
仮
称
）
は
、

新
井
地
内
の
現
ト
ス
ク
い
わ
み

店
及
び
そ
の
周
辺
（
★
印
）
に

整
備
し
ま
す
。

　

町
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
っ
て
、

主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
９

号
、
国
道
１
７
８
号
、
県
道
岩

美
八
東
線
と
山
陰
近
畿
自
動
車

道
が
接
続
す
る
交
通
の
要
衝
に

位
置
し
、
十
分
な
整
備
用
地
の

確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、

災
害
時
に
お
い
て
各
方
面
へ
の

移
動
な
ど
の
利
便
性
が
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
国
土
交
通
省
と

の
一
体
整
備
で
こ
の
位
置
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

平成24年５月 国土交通省との『「道の駅（仮称）岩美」の
設置に関する協定』（道の駅の設置場所の決
定等）を締結することについて、岩美町議
会（常任委員会・全員協議会）で了承を得る。

平成24年７月 国土交通省と上記協定書を締結

平成25年５月 第１回いわみ道の駅設立協議会で、事業計
画・実施を確認

平成25年９月 国土交通省と『「道の駅（仮称）岩美」の施
行に関する覚書』（道の駅施行範囲のうち町
と国土交通省の施行区分の確認）を締結

●岩美町大字新井地内　
　　現トスクいわみ店及びその周辺　（図上★印）

★ 主要道路の接続部

山陰近畿自動車道

県道岩美八東線
至小田方面

国道９号

国道178号

町の元気を生み出す拠点施設

いわみ道の駅（仮称）を整備
皆さんから愛され、魅力ある「道の駅」を目指します

※イメージです。

※イメージです。
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主な施設の概要

道の駅整備にかかる費用

道の駅館内計画平面図

　新鮮で安全安心な地元産品の販売が施設のメイン！

　この度、9月定例議会において、道の駅整備に係る予算（用地・建物取得、建築工事費等）が承認されました。

施設整備（建築）に係る全体事業費（※備品購入費等は除く。）は、次のとおりです。

　用地・建物取得費　　　約１７８百万円

　建築工事費　　　　　　約２９８百万円

　設計・工事監理委託費　約　３５百万円

　　　　　計　　　　　　約５１１百万円

地域振興施設

農産物直売 ●町内産を中心とした生鮮野菜、加工品等（ＪＡ鳥取いなば）

水産物直売
●町内産を中心とした鮮魚、加工品等
　　（道の駅直営店・マルワ渡辺水産の２店舗）

レストラン ●地元産物を食材として利用したレストラン　（出店者再募集中！）

軽食コーナー ●地元産物を食材として利用した軽食（道の駅直営店）

コンビニエンスストア ●24時間営業のコンビニエンスストア（ローソン）

その他 ●町内特産品、土産物等の販売

情報発信施設 地域情報・道路情報提供
コーナー

●観光情報を中心に町の情報を発信
●道路情報、交通案内、道の駅関連情報を提供

休憩施設 ●24時間利用可能なトイレ・駐車場

防災施設
●災害用仮設トイレ、非常用電源装置（情報発信施設用）
●地域防災拠点〔災害情報の提供（情報発信施設）〕、近隣住民等の一次避難所、災害時におけ

る援助機関の中継基地（救援物資受入・搬出拠点）

問　岩美町産業建設課　道の駅整備室
� ☎73－1419　　FAX73－1590
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「岩美町合併処理浄化槽維持管理組合」加入のご案内

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

浄
化
槽
の
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

10
月
１
日
は
、
浄
化
槽
法

の
制
定
を
記
念
し
て
「
浄
化

槽
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、
水
洗
便
所
の
汚
水

や
風
呂
・
台
所
な
ど
の
生
活
雑
排

水
の
汚
れ
を
き
れ
い
に
し
、
川
や

水
路
へ
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で

す
。
適
切
な
管
理
を
怠
る
と
悪
臭

や
機
能
不
全
な
ど
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
、

保
守
点
検
・
清
掃
な
ど
の
管
理
が

不
十
分
な
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
や
事

業
所
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄

化
槽
の
管
理
に
つ
い
て
今
一
度
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保

守
点
検
・
清
掃
業
務
を
業
者
に
委

託
さ
れ
て
い
る
方
も
、
適
切
な
管

理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
ご
存
知
で
す
か
？
浄
化
槽
の
３
つ
の
義
務

　

浄
化
槽
の
設
置
者
ま
た
は
使
用
者
は
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
し
て

適
正
な
管
理
を
行
う
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

 

３
つ
の
義
務

１
．
保
守
点
検
（
年
３
～
４
回
以
上

（※）

、
県
知
事
登
録
の
保
守
点
検

業
者
に
依
頼
）

　

保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
の
運
転
状
況
の
確
認
、
装
置
や
機
能
の
調

整
・
修
理
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
定
期
的
に
行
う
も
の
で
す
。
点

検
に
は
、
専
門
的
な
知
識
と
器
具
な
ど
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
鳥

取
県
に
登
録
さ
れ
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。

２
．
清
掃
（
年
１
回
以
上

（※）

、
町
長
許
可
の
清
掃
業
者
に
依
頼
）

　

浄
化
槽
内
に
は
、「
汚
泥
」
や
「
ス
カ
ム
」
と
い
っ
た
泥
の
固
ま

り
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
溜
ま
り
す
ぎ
る
と
、
浄
化
槽
が
正
常
に

機
能
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
汚
泥
な
ど
を
引
き
抜
き
、
装
置
や
機
器
類
の
洗
浄
を
行

う
清
掃
が
大
切
で
す
。
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
清
掃
業
許
可
業
者
に
清
掃
を
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
法
定
検
査
（
年
１
回
、
県
の
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
「
鳥
取
県

保
健
事
業
団
」
に
依
頼
）

　

浄
化
槽
が
適
正
に
設
置
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、
公
的
な
機
関
に

よ
る
「
法
定
検
査
」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
法
定
検

査
に
は
、
設
置
後
最
初
の
検
査
と
そ
の
後
年
１
回
の
定
期
検
査
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
検
査
で
不
適
正
な
浄
化
槽
と
判
断
さ
れ
る
と

指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（※）

保
守
点
検
・
清
掃
の
回
数
は
浄
化
槽
の
規
模
や
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

問　

環
境
水
道
課

　
　
☎�

73
－

１
５
６
７

　岩美町合併処理浄化槽維持管理組合では、合併処理

浄化槽をお使いの皆様に代わって、保守点検や清掃業

務の委託、法定検査の申込みなどを行っています。

　合併処理浄化槽の適切な維持管理のため、当組合に

ご加入いただきますようお願いします。

※組合への加入には、加入金５千円（初回のみ）のほか、

浄化槽の規模（人槽）に応じた組合費（毎年）をご

負担いただきます。

≪組合加入のメリット≫
①　維持管理業者との契約や法定検査の申込みなどを

組合がまとめて行います。

②　浄化槽の修繕（ブロワの修理など）の費用を、

16,000円を上限に組合が負担する制度があります。

合併浄化槽の規模

組合費（年額）
（保守点検、清掃、

汚泥収集運搬、
法定検査費用等）

５人槽 ３５，９５０円
６人槽 ３７，４５０円
７人槽Ｈ12．３月以前設置 ３９，４５０円
７人槽Ｈ12．４月以降設置 ４０，９５０円
８人槽 ４２，４５０円
10人槽Ｈ12．３月以前設置 ４５，９５０円
10人槽Ｈ12．４月以降設置 ４８，９５０円
14人槽 ５３，５５０円
18人槽 ６５，８５０円
30人槽 １０４，６００円

問　岩美町合併処理浄化槽維持管理組合事務局
　　（環境水道課内）� ☎73－1567
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高齢者の肺
はい

炎
えん

球
きゅうきん

菌感染症予防接種のお知らせ

　

現
在
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
応
援
す
る
「
岩
美
町
わ
が
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
の
申
請
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
創
造
的
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

◆
交
付
金
の
内
容

：

交
付
期
間
３
年
以
内

（
上
限
50
万
円
）

◆
申
請
書
提
出
期
限

：

10
月
17
日
（
金
）

※
申
請
書
の
様
式
は
企
画
財
政
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　これまで、本町では75歳以上の方を対象に費用の一部を助成していた高齢者の肺炎球菌感染症予防接種が、
国の法律で定められた予防接種となり、今年度から対象の方にお知らせを行うことになりました。※高齢者
等インフルエンザ予防接種も、例年どおり実施します。

　高齢者の肺炎の原因で頻度が高く、重症化しやすいものが肺炎球菌による肺炎です。肺炎球菌予防接種は、肺炎
のすべてを予防するワクチンではありませんが、肺炎球菌による肺炎の予防や、重症化に対する効果が期待されま
す。※高齢者肺炎球菌予防接種の接種は、義務ではなく、御本人が希望する場合のみ予防接種を行ってください。

定期予防接種
（10月1日スタート）

任意予防接種の助成
（今年度限り）

■対象者

次の①②のどちらかに該当する町民の方のうち、これまでにこの予防
接種を受けたことがない方
①平成26年度中の年齢が、満65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、
95歳、100歳以上の方

②満60歳～ 64歳の方のうち、心臓、腎臓、呼吸器の機能や免疫の機能
に障がいを有する方

　（各障がいについて身体障害者手帳１級及び、１級と同程度）

75歳以上の町民の方のうち、過去５年以内
にこの予防接種を受けたことがない方。

■自己負担額

町民税課税世帯　2,000円
町民税非課税世帯及び生活保護世帯　無料

町民税課税世帯　接種費用から助成額
� 3,000円を引いた額
町民税非課税世帯及び生活保護世帯　無料

■接種方法

接種を希望する東部地区実施医療機関に、「接種券」・「接種済票」・「予
診票」を持参し接種。※対象者②の方は、健康対策課窓口で券を発行
します。

健康対策課窓口で助成券を受け取り（印鑑
持参）、町内医療機関で接種。
※町外で受ける場合は償還払いとなります。

■接種期間

平成26年10月１日～平成27年３月31日まで ～平成27年３月31日まで

問　健康対策課
　　☎73－1322

高齢者の定期予防接種の受け方

高齢者肺炎球菌感染症
（H27年3月31日まで）

高齢者等インフルエンザ
（H26年12月31日まで）

※どちらを先に接種しても構いません。

１週間以上間隔をあけて
接種を受けてください

65歳以上で
5歳刻み年齢の方等

75歳以上で
左記以外の方

平
成
26
年
度
第
２
回

岩
美
町

　
わ
が
ま
ち
づ
く
り

　
交
付
金
事
業
申
請

　
　
　
　
受
付
中
!!

申
請
書
の
提
出
・
問
合
せ
先

　

企
画
財
政
課
　
☎�

73
－

１
４
１
２



広報いわみ  2014年10月号 8

お知らせ

ひ
と
り
親
家
庭
の

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の

就
労
を
支
援
し
ま
す

「
虐
待
か
な
？
」

と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
安
定
し
た
収
入
を
得
て
自
立
す
る
た
め
、「
就

業
に
つ
な
が
る
技
術
や
資
格
を
取
得
し
た
い
」
と
い
う
母
子

家
庭
の
お
母
さ
ん
、
又
は
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
に
、
技
術

や
資
格
の
取
得
に
か
か
っ
た
費
用
等
の
一
部
を
助
成
す
る
次

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
経
済
的
自
立
に
効
果
的
な

資
格
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
訓
練
促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
額

：

月
額
７
０
，
５
０
０
円
～
１
４
１
，
０
０
０
円

（
修
業
を
開
始
さ
れ
た
年
度
、
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
支

給
額
が
異
な
り
ま
す
。）

　

※
た
だ
し
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
は
平
成
25
年
度
以
降

に
修
業
を
開
始
し
た
方
に
限
り
ま
す
。

 

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座
な
ど
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座

な
ど
を
受
講
す
る
場
合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
額

：

受
講
費
用
の
20
％
に
相
当
す
る
額
（
４
，
０
０
１

円
以
上
で
、
１
０
０
，
０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま
す
。）

　

ど
ち
ら
の
事
業
も
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
対
象
要
件
等

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も

に
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
・
協

力
を
し
な
が
ら
虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
行
政
や
関
係
者
に
よ
る
早
期
発
見

の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
目
く
ば
り

や
気
く
ば
り
で
虐
待
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
虐
待
に
関
す
る
連
絡
は
、
匿
名
で
行

う
こ
と
も
可
能
で
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

連
絡
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
方
や
家
族

を
支
援
す
る
始
ま
り
で
す
。
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

○
高
齢
者
虐
待

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
72

－

８
４
２
０

○
障
が
い
者
虐
待

　

福　

祉　

課　

☎
73

－

１
３
３
３

○
児
童
虐
待

　

住
民
生
活
課　

☎
73

－

１
４
１
５

　

児
童
相
談
所　

☎
０
５
７
０

－

０
６
４

－

０
０
０

 
(

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル)

問　

岩
美
町
福
祉
事
務
所
（
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎�

73

－

１
３
３
９

　

平
成
26
年
９
月
１
日
付
で
次
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

◆
網
代
地
区
（
担
当

：

網
代
10
～
13
区
）

 

中
村　

孝
雄
さ
ん

◆
大
岩
地
区
（
担
当

：

リ
バ
ー
サ
イ
ド
大
谷
、
大
谷
３

区
の
一
部
） 

田
中　
　

稔
さ
ん

　

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
の
推
進
役
と
し
て
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
任
の
方
に
は
、
日
々
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
様
々
な
悩
み
や
相
談
に
向
き
合
い
、
皆
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
ご
支
援
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

身
近
な
相
談
相
手　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　「
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

　「
子
育
て
に
不
安
が
あ
る
」

 

な
ど
の
悩
み
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
法
及
び

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
県
の
非
常
勤
特
別
職
地
方
公
務
員
で
す
。

　

高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
訪
問
、
皆

様
の
様
々
な
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
皆
様
と
行
政
や
専
門
機

関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

守
秘
義
務
が
あ
り
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

ご
紹
介



お知らせ

事
業
主
の
皆
さ
ま

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
皆
さ
ま

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

�

平
成
27
年
4
月
1
日
施
行

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待
遇
を
確
保

し
、
納
得
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
）
や
施
行
規
則
、パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
が
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

１　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待
遇
の
確
保

・
正
社
員
と
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

対
象
範
囲
の
拡
大

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇
と
正
社
員
の
待
遇
を
相
違
さ
せ
る
場

合
は
、
職
務
の
内
容
、
人
材
活
用
の
仕
組
み
、
そ
の
他
の
事
情
を
考

慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

２　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
納
得
性
を
高
め
る
た
め
の
措
置

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
と
き
は
、
雇
用
管
理
の
改
善

措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
主
が
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
規
定
の
新
設

・
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
事
業
主
が
、
厚
生

労
働
大
臣
の
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
事
業
主

名
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
鳥
取
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

（
☎
29

－

１
７
０
９
）
へ

※
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、「
パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（http://

part-tanjikan.m
hlw

.go.jp/

）
で
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

鳥取県最低賃金が改正されました

鳥取県最低賃金額 発効年月日

１時間６７７円 平成26年10月８日

１　鳥取県最低賃金は、年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、県内の事業所で働くすべ

ての労働者に適用されます。

２　最低賃金額には、次の賃金は含まれません。

　　　①　精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　　　②　臨時に支払われる賃金

　　　③　１月を超える期間ごとに支払われる賃金

　　　④　時間外労働、休日労働及び深夜労働の割増賃金

３　電子部品等製造業（略称）と各種商品小売業については、鳥取県最低賃金とは別に産業別最低賃金が

決められています。

　詳しくは、鳥取労働局労働基準部賃金室（☎0857－29－1705）又は各労働基準監

督署にお問い合せください。
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消
費
生
活
通
信

　

行
政
相
談
制
度
と
は
、
役
所
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
「
苦

情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
」、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」、「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
苦
情

や
要
望
を
受
け
付
け
、
公
平
・
中
立
の
立
場
か
ら
、
そ
の
解
決

の
促
進
等
を
図
る
制
度
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
相
談
所
の
開
設

　

・
日　

時　
　

10
月
６
日（
月
）・
24
日（
金
）　

９
時
～
12
時

　
　

場　

所　
　

岩
美
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
日　

時　
　

10
月
15
日
（
水
）　

９
時
～
12
時

　
　

場　

所　
　

岩
美
町
中
央
公
民
館

　

・
日　

時　
　

10
月
25
日
（
土
）　

９
時
～
12
時

　
　

場　

所　
　

岩
美
町
中
央
公
民
館

　

＊
行
政
相
談
委
員
２
名
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

行
政
相
談
委
員　

上
田　

繁
人
さ
ん
（
☎
73

－

０
６
１
３
）

　
　

行
政
相
談
委
員　

山
口　

浩
司
さ
ん
（
☎
72

－

２
７
２
９
）

問　

岩
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
72

－

２
５
０
０
）

　
　

総
務
課
（
☎
73

－

１
４
１
１
）

　

合
同
行
政
相
談
所
の
開
設

　

・
日　

時　
　

平
成
26
年
10
月
22
日
（
水
）　

13
時
～
16
時

　
　

場　

所　
　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
（
２
階
第
２
会
議
室
）

　

※
各
行
政
機
関
に
よ
る
行
政
相
談
の
ほ
か
、
弁
護
士
に
よ
る

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

問　

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０ 

（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）

　
　
　
☎
０
８
５
７

－

24

－

５
５
４
２
（
直
通)

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談

10
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で

　
　
　
　
行
政
相
談
週
間

に
つ
い
て
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
封
書

な
ど
で
督
促
し
、
代
金
を
払
わ
せ
る

手
口
。

　

還
付
金
詐
欺

　

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
る
者
か

ら
、
税
金
や
医
療
費
の
還
付
金
が
あ

る
と
電
話
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作

さ
せ
て
お
金
を
騙
し
取
る
手
口
。

　

不
特
定
多
数
の
人
に
電
話
な
ど
の

通
信
手
段
を
使
っ
て
、
対
面
す
る
こ

と
な
く
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」「
買

え
買
え
詐
欺
」「
還
付
金
詐
欺
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
の
被
害
額

は
過
去
最
悪
だ
っ
た
去
年
の
２
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。
詐
欺
で
狙
わ
れ
る

の
は
高
齢
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
電
話
に
よ
る
儲
け
話
は
『
詐
欺
』

の
可
能
性
が
大
!!

❖
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、

宅
配
便
で
お
金
を
送
れ
と
言
わ

れ
た
ら
１
０
０
％
詐
欺
で
す
。

❖
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
た
ら
、

一
度
電
話
を
切
っ
て
消
費
生
活

相
談
窓
口
（
☎
73

－

１
４
４
４
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。《電話相談》毎週月～金曜日�午前９時～午後４時

　　　　　 ☎７３－１４４４

《面談相談》毎週金曜日　午前９時～午後４時
　　　　　��場所　役場２階中会議室　

岩美町消費生活相談窓口

　

買
え
買
え
詐
欺　

　

実
在
す
る
大
手
企
業
を
騙
っ
て
電

話
を
か
け
、「
限
ら
れ
た
人
し
か
買

え
な
い
」
と
言
っ
て
架
空
の
社
債
や

未
公
開
株
を
購
入
さ
せ
る
手
口
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

息
子
や
孫
の
ふ
り
を
し
て
電
話
を

か
け
、「
事
故
で
金
が
い
る
」「
会
社

の
金
を
使
い
込
ん
だ
」
な
ど
と
言
っ

て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
。

　

架
空
請
求
詐
欺

　

使
用
し
た
覚
え
の
な
い
未
払
い
金

あ
な
た
の
お
金
が

  

狙
わ
れ
て

　
　
い
ま
す
!!

　

山
林
や
河
川
、
道
路
な
ど
に

家
庭
ご
み
や
家
電
製
品
等
の
粗

大
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪

で
す
。
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
、
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ

れ
ま
す
。
今
年
、
町
内
の
11
カ

所
で
不
法
投
棄
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。
食
べ
物
の
残
り
物
、

空
缶
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
タ

イ
ヤ
な
ど
膨
大
な
量
で
し
た
。

町
が
と
て
も
汚
く
な
り
ま
す

し
、
不
衛
生
で
す
。
不
法
投
棄

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
町
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
不
法
投
棄
を

見
か
け
た
ら
、
警
察
署
か
役
場

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い

町
に
し
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
水
道
課

　
　
☎�

73

－

１
５
６
７

ご
み
を
不
法
投
棄

　
し
な
い
で

　
　
　
く
だ
さ
い
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日
月

火
水

木
金

土
2
8

2
9

3
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

1

★
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
◎

消
費

生
活

相
談

○
心

配
ご

と
・

人
権

・
行

政
相

談

◎
消

費
生

活
相

談

★
セ

ッ
ト

健
診（

駅
前

）
◎

消
費

生
活

相
談

◎
消

費
生

活
相

談

★
す

こ
や

か
食

事
相

談
日

◎
消

費
生

活
相

談

■
ほ

の
ぼ

の
教

室（
7
回

目
）（

認
知

症
予

防
教

室
）

◆
親

子
ふ

れ
あ

い
遊

び

★
骨

粗
鬆

症
健

診
■

介
護

者
家

族
交

流
会

★
健

診
結

果
説

明
会（

本
庄

）
●

3
歳

児
健

康
診

査
■

筋
力

ア
ッ

プ
教

室
（

2
回

目
）

◆
す

く
す

く
ひ

ろ
ば
【

お
で

か
け

の
日

】

○
心

配
ご

と
・

人
権

・
行

政
相

談

■
筋

力
ア

ッ
プ

教
室

（
3
回

目
）

◆
絵

本
の

読
み

聞
か

せ

■
認

知
症

予
防

　
ほ

の
ぼ

の
サ

ー
ク

ル
◆

子
育

て
講

座

■
ほ

の
ぼ

の
教

室（
8
回

目
）（

認
知

症
予

防
教

室
）

★
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
日

&
す

こ
や

か
健

康
相

談
日

■
物

忘
れ

相
談

日
○

心
配

ご
と

・
人

権
・

行
政

相
談

◆
軽

食
作

り
★

健
診

結
果

説
明

会
（

岩
井

）
■

筋
力

ア
ッ

プ
教

室
（

4
回

目
）

◆
す

く
す

く
測

定
日

・
誕

生
会

★
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
講

座
2
6
（

運
動

教
室

）
●

6・
7
か

月
児

健
康

診
査

■
も

り
も

り
教

室（
介

護
予

防
栄

養
改

善
教

室
）

★
健

診
結

果
説

明
会

（
大

谷
）

■
筋

力
ア

ッ
プ

教
室

（
5
回

目
）

◆
絵

本
の

読
み

聞
か

せ

問
合

せ
先

：
★

健
康

対
策

課
　

●
住

民
生

活
課

　
■

福
祉

課
　

◆
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

　
◎

総
務

課
　

○
社

会
福

祉
協

議
会

※
詳

し
い

行
事

内
容

・
連

絡
先

は
裏

面
で

ご
確

認
く

だ
さ

い

岩
美
町
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

2
0

1
4

10
月

岩
美

町
制

施
行

6
0
周

年
記

念
式

典
■

生
活

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座

■
生

活
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座



広報いわみ  2014年10月号 12

問
い
合
せ
先

●
は
住
民
生
活
課
　
☎
7
3
-1
4
1
5
　
★
は
健
康
対
策
課
　
☎

7
3
-1

3
2
2

※
都
合
に
よ
り
、日

程
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

6
月

1
5
水

2
4
金

5
水

心
配
ご
と
・
人
権
・
行
政
相
談

会
場

／
岩

美
町

社
会

福
祉

協
議

会
時

間
／

午
前

９
時

～
正

午
問

い
合

せ
先

／
岩

美
町

社
会

福
祉

協
議

会
☎

7
2
-2

5
0
0

3
金

1
0
金

1
7
金

2
4
金

3
1
金

7
金

消
費
生
活
相
談

会
場

／
役

場
２

階
中

会
議

室
時

間
／

午
前

９
時

～
午

後
４

時
電

話
相

談
／
☎

7
3
-1

4
4
4

問
い

合
せ

先
／

役
場

総
務

課
☎

7
3
-1

4
1
1

2
木

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

7
火

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
【
お
で
か
け
の
日
】

9
木

子
育
て
講
座

1
4
火

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

2
1
火

す
く
す
く
測
定
日
・
誕
生
会

2
3
木

軽
食
作
り

2
8
火

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
場
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間
／
月
～
金
：
午
前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時

対
象
／
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎

7
2
-2

9
2
2

※
都
合
に
よ
り
、日

程
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

行
　

　
　

事

す
く

す
く

ひ
ろ

ば

7
火

★
健
診
結
果
説
明
会
（
本
庄
）

会
場
／
岩
美
町
文
化
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
本
庄
地
区
で
地
区
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

●
３
歳
児
健
康
診
査

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

受
付
／
午
後
1
時
～
午
後
1
時
1
5
分

対
象
／
平
成
2
3
年
7
月
1
日
～
平
成
2
3
年
9
月
3
0
日
生
ま
れ

8
水

★
骨
粗
鬆
症
健
診

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

受
付
／
午
後
1
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
の
女
性（

H
27

年
3月

31
日
時
点
の
年
齢
）

1
0
金

★
セ

ッ
ト

健
診（

特
定

健
診

，胃
・
大

腸
・
肺
・
子

宮
・
肝

が
ん

検
診

）
会
場
／
岩
美
町
中
央
公
民
館

受
付
／
午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
0
時

対
象
／
駅
前
地
区

1
5
水

★
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
日

＆
す

こ
や

か
健

康
相

談
日

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
ど
な
た
で
も

1
7
金

★
す
こ
や
か
食
事
相
談
日

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
ど
な
た
で
も

2
2
水

★
健
診
結
果
説
明
会
（
岩
井
）

会
場
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
岩
井
地
区
で
地
区
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

2
4
金

★
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時
3
0
分

対
象
／
ど
な
た
で
も

2
7
月

★
健
診
結
果
説
明
会
（
大
谷
）

会
場
／
大
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
大
岩
交
流
セ
ン
タ
ー
で
地
区
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

3
0
木

★
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
講
座
2
6
（
運
動
教
室
）

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時
3
0
分

対
象
／
ど
な
た
で
も

●
６
・
７
か
月
児
健
康
診
査

会
場
/
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

受
付
/
午
後
0
時
4
5
分
～
午
後
1
時

対
象
/
平
成
2
6
年
3
月
1
日
～
平
成
2
6
年
4
月
3
0
日
生
ま
れ

4
火

★
セ

ッ
ト

健
診（

特
定

健
診

，胃
・
大

腸
・
肺
・
子

宮
・
肝

が
ん

検
診

）
会
場
／
小
田
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

受
付
／
午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
0
時

対
象
／
小
田
地
区

6
木

★
健
診
結
果
説
明
会
（
岩
本
）

会
場
／
大
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
大
岩
交
流
セ
ン
タ
ー
で
地
区
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

●
フ
ッ
素
塗
布

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

受
付
／
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

対
象
／
フ
ッ
素
塗
布
２
回
目
以
降
の
お
子
さ
ん

2
木

ほ
の

ぼ
の

教
室

　
7
回

目
（

認
知

症
予

防
教
室
）

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

7
火

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
　
２
回
目

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

8
水

介
護
者
家
族
交
流
会
　
井
戸
端
会
議

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

対
象
／
ど
な
た
で
も

9
木

認
知
症
予
防
　
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ク
ル

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時

対
象
／
ど
な
た
で
も

1
1
土

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

会
場
／
岩
美
町
央
公
民
館

時
間
／
午
後
1
時
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

1
4
火

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
　
３
回
目

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／
ど
な
た
で
も

1
5
水

物
忘
れ
相
談
日

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
9
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

対
象
／
ど
な
た
で
も

1
6
木

ほ
の

ぼ
の

教
室

　
８

回
目
（

認
知

症
予

防
教

室
）

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

2
1
火

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
　
４
回
目

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

2
5
土

生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
／
参
加
決
定
者

2
8
火

筋
力

ア
ッ

プ
教

室
　

５
回

目
会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

3
0
木

も
り
も
り
教
室
（
介
護
予
防
栄
養
改
善
教
室
）

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
／
参
加
申
込
者

4
火

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
　
６
回
目

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
2
時
～
午
後
3
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

5
水

介
護
者
家
族
交
流
会
　
井
戸
端
会
議

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
後
1
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

対
象
／
ど
な
た
で
も

6
木

ほ
の

ぼ
の

教
室

　
９

回
目
（

認
知

症
予

防
教

室
）

会
場
／
岩
美
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時
間
／
午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時
3
0
分

対
象
／
参
加
決
定
者

1
0
月

1
1
月

1
0
月

1
0
月

1
0
月

1
0
月

1
1
月

1
1
月

1
1
月

問
い
合
せ
先

福
祉
課
　
☎
7
3
-1
3
3
3
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
7
2
-8
4
2
0

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

健
康

づ
く

り
介

護
予

防

4
火

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

6
木

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
【
お
で
か
け
の
日
】

1
1
火

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

1
8
火

お
や
つ
作
り

2
0
木

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

2
5
火

子
育
て
講
座

2
7
木

す
く
す
く
測
定
日
・
誕
生
会

1
1
月
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問い合せ先
岩美病院　事務局
☎73－1421

地域に密着した医療を
目指して

Ｑ
１　
「
1
日
3
回　

毎
食
後
に
服
用
す
る

薬
な
の
で
す
が
、
朝
は
食
事
を
し
な
い
時

が
あ
り
、
服
用
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
。」

Ａ
１　

食
後
服
用
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
目

安
な
の
で
食
事
を
さ
れ
な
い
時
も
服
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
但
し
、
空
腹
時
に
服
用

し
て
は
い
け
な
い

薬
や
糖
尿
病
の
薬

を
服
用
さ
れ
て
い

る
方
は
、
医
師
・

薬
剤
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。）

Ｑ
２　
「
朝
服
用
す
る
の
を
忘
れ
た
時
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？
」

Ａ
２　

1
日
2
回
朝
・
夕
食
後
服
用
の
場
合
。

午
後
2
時
ぐ
ら
い
ま
で
で
あ
れ
ば
服
用
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
夕
食
後
の
服
用
を

少
し
遅
く
し
て
服
用
し
て
頂
い
た
ら
良
い

で
す
。（
但
し
、
空
腹
時
に
服
用
し
て
は

い
け
な
い
薬
や
糖
尿
病
の
薬
を
服
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。）

Ｑ
３　
「
最
近
、
調
子
が
い
い
の
で
薬
を
服

用
し
て
い
な
い
が
」

Ａ
３　

医
師
か
ら
の
指
導
が
あ
る
時
以
外

は
、
自
分
の
判
断
で
勝
手
に
服
薬
を
中
止

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４　
「
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
布
団
に
入
っ
て

も
、
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
の
で
テ
レ
ビ

を
見
て
い
ま
す
が
」

Ａ
４　

テ
レ
ビ
が
刺
激
に
な
っ
て
、
よ
け
い

に
眠
れ
な
く
な
り
ま
す
。
睡
眠
薬
を
飲
ん

だ
ら
、
電
気
を
消
し
て
、
眠
る
体
勢
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５　
「
こ
の
く
す
り
（
新
薬
）
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
（
後
発
医
薬
品
）
に
変
え
て
く
だ

さ
い
。」

Ａ
５　

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
先
発
医
薬
品

の
特
許
が
切
れ
た
後
（
約
10
年
く
ら
い
）、

同
じ
成
分
を
含
有
す
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
と
い
い
ま
す
。
す
べ
て
の
く
す

り
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
６　
「
こ
の
漢
方
薬
（
エ
キ
ス
顆か

り
ゅ
う粒

）
は
、

少
し
飲
み
に
く
い
で
す
け
ど
・
・
・
」

Ａ
６　
「
○
○
○
湯
」

と
い
う
漢
方
薬

は
、“
お
湯
”
に

溶
か
し
て
服
用
し

た
ほ
う
が
よ
く
効

き
ま
す
。

Ｑ
７　
「
こ
ん
な
に
沢
山
薬
を
飲
ん
で
も
副

作
用
は
起
き
ま
せ
ん
か
？
」

Ａ
７　

副
作
用
が
起
こ
り
や
す
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

①
同
じ
成
分
の
薬
を
二
種
類
以
上
飲
ん
で

い
る
場
合

　

例
）
内
科
で
風
邪
薬
の
解
熱
剤
を
も
ら
い
、

外
科
で
痛
み
止
め
を
も
ら
っ
た
場
合
な
ど

　

②
飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
を
飲
ん
で
い
る

場
合

　

例
）
ア
ル
コ
ー
ル

と
同
時
服
用
す
る

と
効
果
が
減
弱
し

た
り
、
作
用
が
増

強
す
る
こ
と
が
あ

る
。

Ｑ
８　
「
お
薬
手
帳
は
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、

今
日
は
間
違
え
て
○
○
医
院
の
も
の
を

持
っ
て
来
て
し
ま
っ
た
。」

Ａ
８　

お
薬
手
帳
は
、
1
冊
に
ま
と
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
薬
の
こ
と

で
気
に
な
る
こ
と
や
、
質
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
い
つ
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

岩美病院　薬剤部　　山本　哲夫

くすりのＱ＆Ａ

　近年、薬が次々と開発され、治療に役立つようになりました。その分、

使い方などが複雑になり、飲まれる方も戸惑うことがあるようです。

　私たちが患者さんとお話をしていて、お受けした質問にお答えした

事例をご紹介します。

岩美病院からのお知らせ
　　　　　　　  ご家族の方以外の

　　　　　  面会時間は、

　　　　  午後１時～午後８時  です。

　　　午前中は処置など行っているためです。
　　　　　　　　　　　ご協力お願いします。
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農
業
委
員
就
任
に
あ
た
っ
て

 

竹
内
　
　
肇

　

土
地
改
良
区
の
代

表
と
し
て
、
農
業

委
員
会
活
動
の
中
で

も
、
農
地
と
担
い
手

を
守
り
、
遊
休
農
地

や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
と
優
良

農
地
の
確
保
、
担
い
手
の
確
保
と
農
地
の
利

用
集
積
な
ど
、
経
営
確
立
の
支
援
や
地
域
の

実
態
に
応
じ
た
農
業
農
村
の
活
性
化
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
米
価
の
下
落
に
伴
う
生
産
意
欲
の
低

下
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
か
ら
発
足
し
た
農
地
中
間
管

理
機
構
と
、
町
・
農
業
委
員
会
・
土
地
改
良

区
と
が
連
携
し
て
地
区
毎
の
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
作
り
、
農
地
利
用
状
況
調
査
と
意
向
調

査
を
徹
底
し
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の

解
消
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
は
認
定
農
業
者
の

育
成
、
新
規
就
農
者
の
開
拓
、
そ
し
て
集
落

営
農
法
人
の
育
成
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
就
任
に

　
　
　
あ
た
っ
て
の
抱
負

 

山
本
　
一
美

　

今
、
農
業
は
高
齢

化
が
進
み
大
変
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
、

後
継
者
不
足
、
若
者

の
新
規
就
農
、
担
い

手
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

農
業
を
ど
う
担
い
、
ど
う
守
る
か
、
先
人
か

ら
守
り
受
け
継
い
だ
農
地
に
耕
作
放
棄
地
を

出
さ
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
現

在
、
農
地
集
積
に
よ
る
効
率
化
、
組
織
化
、

共
助
（
助
け
合
い
）
な
ど
施
策
を
考
え
な
が

ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
集
落
毎
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
農
業
委
員
先
輩
方
の
指
導

を
賜
り
な
が
ら
委
員
と
し
て
農
業
者
と
の
パ

イ
プ
役
と
な
り
、
農
業
改
革
、
農
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
地
の
保
全
に
つ
い
て

 

田
中
　
康
雅

　

以
前
、
会
社
を
定

年
退
職
し
た
後
は
、

晴
耕
雨
読
の
日
々
を

過
ご
す
よ
う
に
決
め

て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
時
間
に
余
裕
が
出
来
た
の
で
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。

特
別
な
事
業
が
な
い
限
り
毎
日
が
農
作
業
で

す
。
十
数
種
類
の
作
物
を
作
る
と
そ
の
管
理

に
追
わ
れ
っ
ぱ
な
し
で
す
。
逆
に
個
人
で
の

作
業
の
限
界
を
感
じ
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
鳥
取
県
東
部
の
農
業
従
事
者
の
平

均
年
齢
は
平
成
二
十
二
年
で
六
十
八
・
三
歳

だ
そ
う
で
す
。
五
年
後
に
は
七
十
歳
位
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
就
業
人
口
の
減
少
は
、
地
域
農
地
の

水
利
、
農
道
の
維
持
管
理
を
困
難
に
し
、
や

が
て
農
地
の
荒
廃
、
集
落
の
崩
壊
へ
と
繋
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

産
業
界
の
二
重
構
造
と
等
し
く
農
業
も
大

規
模
農
家
と
零
細
農
家
が
共
存
し
農
地
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

寺
谷
　
洋
子

　

こ
の
度
、
農
業
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
自
家
消
費
分

だ
け
の
畑
作
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
私
が
ど
の
よ
う
な
形

で
農
業
委
員
と
し
て
岩
美
町
の
農
業
に
関
わ

る
こ
と
が
出
来
る
の
か
不
安
で
す
が
、
消
費

者
と
い
う
立
場
も
踏
ま
え
て
こ
れ
か
ら
の
農

業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
農
業
を
通
し
て
食
の
安
全
、
食

育
な
ど
も
考
え
、
岩
美
町
の
地
域
農
業
活
性

化
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
思
い

 

向
山
　
美
智
子

　

お
話
を
頂
い
た

時
、
農
業
委
員
っ
て

ど
ん
な
事
を
す
る

の
？
な
ぜ
私
に
？
と

い
う
の
が
最
初
の
疑

問
で
し
た
。

　

商
家
に
育
ち
、
農
業
の
「
の
」
の
字
も
知

ら
な
い
で
、
農
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
夫
と
義
母
が
主
力
で
手
伝
い
程
度
、
農
業

の
事
は
良
く
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ

分
か
る
の
は
、
農
地
を
荒
ら
し
て
は
い
け
な

い
！
遊
休
農
地
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
！
と

い
う
事
で
す
。
農
業
を
志
し
て
岩
美
町
に
移

住
し
て
来
ら
れ
た
方
が
あ
る
と
も
聞
い
て
お

り
ま
す
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
ん
な
私
が
出
来
る
か
不
安
で
す
が
、
委

員
の
皆
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
こ
の

任
期
３
年
間
で
皆
様
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

諸
幹
部
の
連
絡
係
と
な
れ
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。
又
、
女
性
目
線
で
の
農
業
発
展
に

尽
力
出
来
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
、
お
力
添
え
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
期
の
取
り
組
み

 

飯
野
　
　
隆

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者
の
高

齢
化
・
農
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
る
農
家
所

得
の
減
退
等
に
よ
り
き
わ
め
て
厳
し
く
、
後

継
者
も
い
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

圃
場
整
備
は
済
ん

で
い
て
も
山
間
地
の

水
田
を
守
っ
て
行
く

に
は
大
変
な
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
の
問
題
・
水
利
問
題
・
高
い
畦

畔
の
管
理
等
、農
地
の
出
し
手
は
あ
っ
て
も
、

受
け
手
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
農
地

中
間
管
理
機
構
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
喜
ん
で
引
き
受
け
て
く
れ

る
受
け
手
が
い
る
か
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
営
農
組
合
も
農
業
生
産
法
人

と
一
緒
に
な
っ
て
水
田
を
守
る
解
決
策
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
三
年
間
の
う
ち
に
担
当
地
域
の

一
、
農
地
の
現
況
が
台
帳
と
違
っ
て
い
な
い

か
調
査
し
台
帳
の
整
理
を
し
た
い
。

二
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
重
視
し
遊
休
農
地

に
な
っ
て
い
な
い
か
こ
ま
め
に
調
査
し
、
も

し
遊
休
農
地
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば

所
有
者
と
相
談
を
し
て
有
効
活
用
を
図
っ
て

行
き
た
い
。

　

農
地
を
守
り
地
域
活
性
化
に
努
め
、
暮
ら

し
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

 

廣
谷
　
幸
人

　

こ
の
度
、
鳥
取
い

な
ば
農
業
協
同
組
合

か
ら
推
薦
さ
れ
、
農

業
委
員
と
し
て
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

近
年
続
い
て
い
る
農
業
所
得
の
減
少
傾
向

は
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
確
保
を

困
難
に
し
、
結
果
的
に
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
進
行
す
る
な

ど
、
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
地
域
農
業
は
全

国
的
に
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
早
急
な

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、６
月
に
政
府
が「
抜

本
的
な
農
業
改
革
の
最
終
案
」
を
示
し
ま
し

　

今
回
は
各
委
員
さ
ん
の
抱
負
を

　

紹
介
し
ま
す
。
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た
。

　

農
業
協
同
組
合
組
織
及
び
農
業
委
員
会
制
度
の

見
直
し
、
企
業
の
農
業
参
入
促
進
策
な
ど
を
柱
と

し
、
生
産
性
向
上
や
競
争
力
の
強
化
を
基
本
に
据

え
、「
魅
力
あ
る
農
業
」「
農
業
の
成
長
産
業
化
」

を
実
現
す
る
農
業
政
策
に
転
換
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

示
さ
れ
た
政
策
で
は
、
農
業
委
員
会
及
び
農
業

協
同
組
合
等
の
農
業
関
係
団
体
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
岩
美
町
農
業
の
実
情
に
応
じ
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
対
処
・
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

現
状
や
情
勢
の
変
化
等
を
的
確
に
把
握
し
つ

つ
、岩
美
町
農
業
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

澤
　
　
義
幸

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
で
の
担
い
手

不
足
が
最
大
の
課
題
。
ま

た
農
業
の
み
で
の
収
入
確
保
の
難
し
さ
が
農
業
離

れ
を
助
長
し
、
耕
作
放
棄
地
が
多
く
出
来
た
こ

と
、
な
ど
。
国
は
、
担
い
手
が
農
地
の
８
割
を
分

担
し
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、
６
次
産
業
化

で
強
い
農
業
を
目
指
す
取
り
組
み
を
指
導
し
て
い

ま
す
が
、
五
年
先
の
地
域
農
業
を
ど
の
様
に
し
て

い
く
の
か
考
え
た
と
き
、

①
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
は
、
農
業
に
従
事
す

る
人
と
知
恵
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

農
業
を
志
す
人
を
ど
う
し
て
増
や
し
て
い
く

か
、
地
域
の
人
た
ち
が
話
し
合
う
機
会
を
多
く
持

つ
。

②
農
業
委
員
会
に
て
、
地
域
の
情
勢
報
告
と
相
談

を
心
掛
け
十
分
論
議
し
、
委
員
会
で
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
農
業
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

農
業
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
声
を
出
す

こ
と
を
第
一
の
目
標
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

濵
口
　
義
弘

　

（
あ
た
し
ゃ
、
あ
ん
た
の

火
事
場
の
纏ま

と

い
、
ふ
ら
れ

ふ
ら
れ
て
燃
え
上
が
る
）

と
、
都
都
逸
に
は
あ
る
そ

う
で
あ
る
が
、
自
分
の
日

常
に
は
こ
の
様
な
艶
っ
ぽ
い
物
は
無
く
て
、
あ
る

の
は
天
候
不
順
に
よ
る
水
稲
の
生
育
状
況
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
行
方
、
少
し
円
安
方
向
に
進
ん
で
い
る
よ
う

だ
が
、
米
価
の
低
迷
、
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

の
東
京
・
大
阪
市
場
の
先
物
取
引
き
額
が
月
毎
に

下
降
し
て
い
る
、
ど
う
し
た
も
の
か
？
と
、
頭
痛

の
種
が
多
く
、且
つ
又
燃
え
下
が
る
事
の
み
多
い
、

今
日
此
の
頃
で
あ
る
。で
も
、例
え
そ
う
で
は
あ
っ

て
も
“
や
り
ま
す
、
頑
張
り
ま
す
。”
皆
様
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

藪
田
　
俊
博

　

７
月
の
改
選
で
農
業
委

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
大
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
担
い
手
の
確
保
、集
落
営
農
等
、

色
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
ら

進
ん
で
農
業
を
し
よ
う
と
す
る
若
い
世
代
は
少
な

く
、
高
齢
農
業
者
に
支
え
ら
れ
農
地
と
農
業
を
守

り
続
け
て
い
る
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

任
期
３
年
間
、
原
点
を
見
詰
め
直
し
、
地
域
の

農
業
を
皆
様
と
一
緒
に
守
り
農
業
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

古
希
の
祝
い

 

山
添
　
友
治

　

今
年
七
月
城
崎
温
泉
に

て
子
ど
も
や
孫
に
囲
ま
れ

て
古
希
の
祝
い
を
し
て
も

ら
い
感
激
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
が
、
私
も

七
十
歳
を
迎
え
た
の
だ
な
～
と
喜
ん
で
い
い
の
か

悲
し
ん
で
い
い
の
か
複
雑
な
心
情
を
感
じ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
の
先
何
年
、
妻
と
二
人
で
農
業
を
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
け
る
の
か
？
真
剣
に
考
え
る
時
期
を

迎
え
た
な
～
。
他
人
事
で
は
に
ゃ
～
で
！

　

農
業
委
員
と
し
て
の
六
年
、
六
集
落
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
諸
々
の
相
談
事
の
中
に
入
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
各
集
落
の
皆
様
の
お
蔭
で
大
き
な
心

配
事
も
な
く
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

三
期
目
を
迎
え
ま
す
が
歳
を
と
る
の
は
誰
も
皆

同
じ
、
こ
の
先
自
分
一
人
で
は
自
分
の
農
地
さ
え

守
っ
て
行
け
な
い
で
し
ょ
う
。
解
決
策
は
有
り
ま

す
。
決
し
て
難
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
信
頼

で
き
る
仲
間
を
つ
く
り
皆
で
協
力
し
合
う
こ
と
で

す
。

　

微
力
で
す
が
私
も
仲
間
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
就
任
に
あ
た
っ
て

 

北
村
　
凱
男

　

こ
の
た
び
、
鳥
取
県

農
業
共
済
組
合
の
推
薦

に
よ
り
、
岩
美
町
農
業

委
員
会
の
委
員
と
し
て

就
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
三
期
同
じ
組
織
代
表
と
し
て
委
員

会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
農
地

の
管
理
、
特
に
農
地
を
農
地
と
し
て
生
産
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
農
業
生
産
の
形
態
に
つ
き
ま
し
て

は
、
最
近
農
政
改
革
と
い
う
名
の
も
の
と
に
、
農

協
の
あ
り
方
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
緩
和
、
さ

ら
に
は
農
業
委
員
会
の
大
幅
な
機
能
改
革
が
な
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
重
大
な
案
件
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
が
時
代

の
政
策
の
恩
恵
な
く
し
て
成
り
立
つ
産
業
で
な
い

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
は
あ
り
ま

す
が
、
あ
ま
り
に
も
収
益
性
の
低
い
農
業
の
現
状

を
見
る
と
、
地
域
か
ら
そ
の
実
情
に
つ
い
て
よ
り

以
上
の
情
報
の
発
信
を
、
農
業
委
員
会
と
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
向
う
三
年
間
は
こ
の
よ
う
な
情
報
を
農
家
の
方

に
伝
え
る
と
共
に
、
町
・
県
・
国
に
対
し
て
も
よ

り
良
い
制
度
政
策
を
樹
て
る
提
言
を
続
け
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
六
期
目
の

　
　
　
　
就
任
に
あ
た
っ
て

 

濵
﨑
　
智
熙

　

今
現
在
国
の
方
で
は
農

業
政
策
制
度
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
な
か
、
農
業
委
員

と
し
て
、
活
動
に
重
責
を

感
じ
て
い
る
。
法
令
業
務

と
し
て
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
荒
廃
農
地
・
遊
休

農
地
を
な
く
し
無
断
転
用
を
防
止
す
る
等
農
地
を

守
る
事
、
地
域
の
相
談
役
、
又
目
に
見
え
な
い
活

動
部
分
も
あ
る
。
大
型
農
業
ば
か
り
で
な
く
、
若

者
へ
の
新
規
就
農
の
働
き
か
け
、
そ
し
て
担
い
手

の
育
成
指
導
等
が
あ
る
。
も
っ
と
も
大
切
に
思
う

の
は
、
兼
業
農
家
あ
っ
て
こ
そ
守
れ
て
い
る
部
分

も
あ
り
、
ぜ
ひ
兼
業
農
家
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
農
・
食
育
・

食
の
大
切
さ
・
健
康
・
命
の
尊
さ
。
農
業
は
自
分

の
命
を
守
っ
て
い
る
「
健
康
」
第
一
産
業
で
あ
る

と
思
う
。
又
、
環
境
保
全
の
機
能
も
あ
り
、
水
と

大
地
、
森
や
山
・
海
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り

大
切
な
自
然
豊
か
な
緑
を
保
ち
環
境
に
や
さ
し

い
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
沢
山
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

委
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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農
村
は
ど
う
な
る
の
か

 

賀
山
　
仁
司

　

昨
今
人
口
減
少
社
会
に

な
り
、
ど
う
や
っ
て
農
地

を
守
っ
て
い
く
の
か
が
農

村
の
問
題
点
で
あ
る
。
そ

の
事
が
私
の
懸
念
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
担
い
手
が
何
人
か
い
れ
ば
農
地
は

守
れ
る
と
は
言
う
け
れ
ど
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な

い
と
思
う
。
自
分
の
農
地
は
自
分
で
守
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
う
け
ど
、
土
地
持
ち
非
農
家
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
だ
っ
た
ら
集
落
営
農
で

守
る
し
か
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
米
を
作
っ

て
も
儲
け
が
な
い
か
ら
農
業
を
や
ら
な
い
と
は
言

う
け
れ
ど
、
米
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
の
で

す
。
農
地
を
耕
す
事
が
農
村
を
守
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら

農
業
委
員
活
動
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
期
の
抱
負

 

山
本
　
　
昭

　

こ
の
度
の
改
選
で
引
続

き
農
業
委
員
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
迄
、
担
当
地
域
の
水

稲
農
地
を
一
筆
毎
に
地
権
者
、
耕
作
者
（
賃
借
権

含
む
）、
遊
休
農
地
の
状
況
を
調
査
し
再
生
へ
の

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
状
は
農
耕
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
等
が
深
刻
で
毎
年
の
如
く
離

農
者
が
発
生
し
、
そ
の
都
度
担
い
手
・
企
業
の
協

力
を
得
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
担
い
手
・
企
業
の

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
ぐ

よ
う
努
め
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
よ
り
政
府
は
次
の
如
く
農
政
・

農
地
改
革
を
揚
げ
、（
一
、
農
業
生
産
法
人
の
規

制
緩
和
で
企
業
参
入
を
促
す　

二
、
農
協
の
改
革

三
、
農
業
委
員
会
の
改
革
等
）
農
業
の
大
転
換
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
米
の
生

産
調
整
（
減
反
政
策
の
見
直
し
）
日
本
型
直
接
支

払
制
度
の
導
入
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
等

に
傾
注
し
、
地
域
資
源
で
あ
る
農
地
を
守
る
為

日
々
尽
力
す
る
所
在
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

つ
ぶ
や
き

 

吉
田 

　
保
雄

　

日
本
の
今
後
を
思
う

時
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
避
け
て
通

れ
な
い
事
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
特
に
岩
美
町
の
主
作

物
の
米
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
米
の
国
際
価

格
は
現
状
の
１
／
３
～
１
／
２
位
で
流
通
し
て
い

ま
す
。
そ
の
価
格
ま
で
コ
ス
ト
を
下
げ
る
事
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
岩
美
町
の
特
色
で
あ

る
観
光
に
力
を
入
れ
、
観
光
客
を
い
か
に
増
や
す

か
を
考
え
、
そ
の
観
光
客
に
提
供
す
る
よ
う
に
町

内
の
農
産
物
が
循
環
す
る
よ
う
に
持
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
為
に
は
道
の
駅
を
中
心
に
し
て
町
内
の

旅
館
、
民
宿
、
食
堂
等
の
注
文
を
ま
と
め
、
学
校

給
食
と
同
様
の
方
式
で
各
農
家
を
ま
と
め
て
い

く
。
そ
の
為
の
利
点
を
皆
で
考
え
て
、
高
い
価
格

で
も
観
光
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
商
品
開

発
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
岩
美
町
の
こ
れ

か
ら
の
発
展
の
カ
ギ
は
観
光
客
の
増
加
に
か
か
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
私
は
岩
美
町
の
観

光
ポ
ス
タ
ー
を
国
内
外
に
持
っ
て
行
っ
て
ポ
ス

タ
ー
貼
り
を
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

川
口
　
耕
司

　

７
月
の
改
選
に
伴
い
、

岩
美
町
議
会
の
推
薦
を
い

た
だ
き
農
業
委
員
に
な
り

ま
し
た
、
川
口
耕
司
で
す
。

　

近
年
の
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
の
進
展
や
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
、
国
内
の
農
産
物
価
格
の
低
迷
、

加
え
て
国
際
化
に
よ
る
食
糧
の
輸
入
増
加
な
ど
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
も
小
規
模
な
が
ら
農
業
者
と

し
て
先
祖
か
ら
受
け
つ
い
だ
農
地
を
大
切
に
守

り
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
一
年
生
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
希
望

の
も
て
る
農
業
」
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
と

話
し
合
い
、
知
恵
を
絞
り
、
農
業
の
活
性
化
と
発

展
の
た
め
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
業
委
員
就
任
に
あ
た
っ
て

 

松
葉
　
聖
一

　

こ
の
度
、
新
し
く
農
業

委
員
と
し
て
活
動
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

諸
先
輩
方
の
御
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
地
域
の
為
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
と
の
関
係
で

こ
れ
ま
で
以
上
に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
難

し
い
か
ら
と
言
っ
て
農
業
を
捨
て
る
こ
と
は
自
然

を
捨
て
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
の
よ
う
に
結
果
が
早
く
出
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
切
り
捨
て
て
い
く
、
そ
う
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　

近
年
林
業
と
漁
業
の
か
か
わ
り
、
里
山
を
守
る

活
動
等
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
自
然
と
共
生
す
る

と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
が
有
効
に
活
用
で
き
、
皆
が
住
み

や
す
い
集
落
に
な
る
よ
う
皆
様
の
御
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
と
し
て

 

山
本
　
　
淳

　

農
業
委
員
４
期
目
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
と
し
て
、
農
地
の
権
利
（
所
有
権
・
利
用

権
）
の
移
動
や
農
地
転
用

に
関
す
る
相
談
と
あ
わ
せ

て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎

年
実
施
し
ま
す
。
平
成
21

年
の
改
正
農
地
法
の
施
行

に
よ
っ
て
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
、
遊
林
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
の

解
消
が
大
き
な
任
務
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
１
回

は
す
べ
て
の
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
遊

林
農
地
に
つ
い
て
は
所
有
者
に
今
後
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
意
向
を
調
査
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

そ
の
耕
作
放
棄
地
が
地
理
的
・
社
会
的
に
再
生
利

用
が
可
能
な
荒
廃
農
地
（
調
査
対
地
）
か
、
ま
た

は
、
再
生
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
荒
廃
農
地
（
非

農
地
）
か
の
判
断
を
関
係
者
と
協
議
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
の
農
政
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
る
昨
今
、
地
区
の
現
状
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
農
家
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
で
き
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

 

小
谷
　
幸
次

　

先
の
改
選
に
よ
り
、
会

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
期
目
と
な
り
ま
す
が
、

も
う
少
し
仕
事
を
せ
よ
と

い
う
叱
咜
だ
と
思
っ
て
居

ま
す
。
こ
の
任
期
三
年
間
全
力
を
尽
く
し
て
務
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
難
達
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

規
制
改
革
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選
挙
制
も
今

期
で
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。以
後
選
任
制
と
な
り
、

選
出
は
市
町
村
議
会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
首
長

選
任
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
委
員
定
数
も
半
減
と
な

る
見
込
み
で
す
。
と
な
る
と
、
農
地
の
無
断
転
用

の
防
止
、
遊
林
農
地
対
策
な
ど
目
が
届
か
な
く
な

り
、
遊
林
農
地
の
拡
大
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
農
業
委
員
会
は
地
域
の
人
と
農
地
を
守
る
こ

と
を
任
務
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
行
く
末
が
心
配

で
あ
り
ま
す
。
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シリーズ人 権 学 習 生野銀山と竹田城跡

　８月５日、兵庫県朝来市の生野銀山と竹田城跡を
訪れました。生野銀山は数十年前に一度訪れ、今回
が２回目でした。日本のマチュピチュともいわれる
竹田城跡は初めての見学でした。
　２回目であった生野銀山でしたが、記憶はかすか
なものでした。今回びっくりしたことは、外気温は
30℃にも関わらず坑道内は13℃ということと、坑道
をつなぎあわせると朝来市から山口県までの長さで
あることと、地下880ｍの深さまで坑道が掘られて
いるということでした。ガイドさんの説明によると、
暗闇の中、灯りが必要で、発生するすすを吸い込む
ため、肺をいためる人が多かったということでした。
その分、賃金がかなりのものであったらしく、強制
労働でなかったことに、ほっとしました。現在のよ
うに様々な機械や道具がない時代に、人の力で掘り
進んだことに、人の力の偉大さを感じました。
　次に、竹田城跡の見学に行きました。竹田城跡の
駐車場まで車で行き、その後、タクシーを２回乗り
つぎしました。そして、約20分近く歩いたように思
います。登るのをやめたいほどくたびれましたが、

周りを見ると、たくさんの年輩の方々も城跡を目指
して歩いておられたので、私も頑張ることができま
した。山城跡の山頂からは、すばらしい景色が一望
できると同時に、石垣の石の数の多さにびっくりし、
どうやって運んだのかびっくりするほどでした。山
頂を吹き抜ける風と景色は大変すばらしいのですが、
交通の便が良くならないと、２回目は行けそうにな
いなと思いました。
　生野銀山と竹田城跡。どちらもインターネットで
も調べることは可能ですが、自分自身の目で見て、
体験できたことに大変感動しました。やはり自分自
身の目で確かめてみるというのが一番です。人権教
育でもそうです。自分自身の目や耳で確かめるのが、
とても大切なことだと思います。
　また、２つの場所とも、すばらしい場所だとは思
いましたが、同時に、人の力の偉大さを感じました。
人の感動するものは、人の力によって作られる。人
を変えるのは、人の力であるということを感じた見
学でした。� （人権教育推進員）
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食育・健康だより 健康対策課 ☎73-132210月

岩美すこやかセンターまつり

今年は特別！
　記念イベント

岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町

日時　平成26年11月15日（土）　９時30分～ 12時30分（予定）

今年は、
すこやかセンター設立10周年

　すこやかセンターが、この日だけは、

おまつり会場に大変身★

　盛りだくさんのイベントで、みな様の

ご来場をお待ちしております。（詳しくは、

11月広報でお知らせします）



元
彼
が
ひ
ょ
っ
こ
り
来
ぬ
か
空
想
す

 

浜
岡　

敏
子

世
話
か
け
た
分
帳
消
し
に
す
る
努
力

 

山
下　

節
子

寝
た
き
り
に
な
る
想
像
は
し
て
い
な
い

 

山
下　

蟹
郎

二
つ
子
が
雲
を
ジ
イ
ジ
と
呼
ん
で
い
る

 

小
西　

幸
安

発
想
を
変
え
て
見
れ
ば
と
逆
上
が
り

 

田
口　

清
帆

頑
張
ろ
う
帰
る
田
舎
が
あ
る
強
み

 

山
田　

た
ぬ

人
情
の
村
で
す
低
い
屋
根
ば
か
り

 

石
谷
美
恵
子

頑
張
っ
た
赤
い
夕
日
の
田
舎
道

 

飯
野　

菖
子

背
伸
び
し
て
や
っ
と
届
き
し
物
干
し
竿

と
な
り
の
屋
根
の
雀
に
み
ら
る

 

岩
垣　

明
美

夜
の
空
に
花
火
の
轟ご

う

音お
ん

鳴
り
わ
た
り

海
を
照
ら
し
て
ゆ
っ
く
り
と
落
つ

 

城
戸
千
鶴
子

む
ら
さ
き
の
朝
顔
開
き
義は

母は

上
の

笑
顔
な
つ
か
し
早
や
三
回
忌

 

小
谷　

節
子

問い合せ先

岩美町中央公民館
☎72-0510
FAX73-1440

公民館
だより

No.
447

日時：10月18日(土)　午後１時30分～午後３時
会場：岩美町中央公民館
内容：桐山城と二上山城
　※参加費無料、申込み不要

第二回いわみ歴史講座
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期間　平成26年11月１日（土）～３日（月・祝） 

会場　岩美町中央公民館・同駐車場・町民体育館

～人権・文化・産業の祭典～

いわみフレッシュフェスティバル
町制施行60周年記念事業第14回

 ☆いわみ高齢者大学

 ☆料理講習会

♪パソコン講座受講生募集♪
☆初級クラス
日時：11月６日(木)、７日(金)、11日(火)、12日(水)
　　　午後６時～午後８時
会場：岩美町中央公民館
内容：ワードの基本操作（文字入力、簡単な文書作成）

☆中級クラス
日時：11月27日(木)、28日(金)、12月２日(火)、３日(水)
　　　午後６時～午後８時
会場：岩美町中央公民館
内容：ワード文書での罫線・図形挿入、段落設定等
　　　簡単なエクセル操作
※いずれも参加費無料、定員15名

日時：10月8日（水）午前9時出発

内容：館外研修（中央公民館集合）

日時：10月17日（金）午前10時から

内容：お弁当ダイエット

　※米0.5合、エプロン、材料費500円程度　

事前申込み要（電話72－0510）

　　11月１日（土） 11月２日（日） 　　11月３日（月・祝）
公民館　9：00 ～ 17：00
☆作品展示：　絵画、彫刻、書道、写真、手芸、児童（園児）・生徒作品、菊、金魚など　　　☆生花展示　

公民館
☆ジオパークフォーラム
　・記念講演ほか　　　13:30 ～ 16:00
　
駐車場
☆ジオパーク関係市町特産品販売
　　　　　　　　　　　　11:30 ～ 15:00
☆災害ボランティアコーナー　11:30 ～
☆ごみ減量体験コーナー　10:00 ～ 13:00

体育館
☆子育て支援コーナー 10:00 ～ 13:00
　・おもちゃ作り、遊びの広場ほか
☆環境コーナー　　　10:00 ～ 13:00
　・フリーマーケット
　・トイレットぺーパー交換
☆社協コーナー　　　10:00 ～ 13:00
　・相談、手話コーナー他

公民館
☆文化講演会��10:00 ～ 12:00
☆読書フォーラム　　13:30 ～ 15:00

駐車場
☆テント村　　11:00 ～ 14:00
　・もちつき
　・特産品販売

体育館
☆産業祭　10:00 ～ 14:00
　・事業所ＰＲ（展示）
　・子ども広場
　・スタンプラリー抽選会

公民館
☆お茶会
☆日中友好事業�10:00 ～ 12:00
☆芸能発表会　13:00 ～ 16:00　
　
駐車場
☆テント村　　　11:00 ～ 14:00
　・特産品販売

☆町民作品展出展募集☆
①参加者：町内居住者又は勤務者
②規　定：出品者自身が作成した以下の物に限る。
・絵画：60号以内
・書道：180cm×100cm以内
・写真：枠張り、四つ切り以上、100cm×100cm以内
・生花：1社中2～ 3杯
・菊花、手芸、工芸：制限なし
③出品点数：1人2点以内
④搬　入：10月17日(金) ～ 25(土)午前9時～午後7時まで
⑤搬　出：11月4日(火)午前9時～午後7時まで
⑥その他
*壁面展示作品には吊り紐を必ず付けて下さい。
*搬入搬出に必要な費用は出品者でご負担下さい。
*重量物は床に置いて展示する場合もあります。
*②の規定以外の作品は中央公民館にご相談ください。
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夏
雲
の
白
さ
を
染
め
し
入
日
か
な

 

田
渕　

耕
翆

日
焼
し
て
並
び
同
志
の
旅
写
真

 

花
井
と
し
子

茗
荷
の
根
掘
り
て
帰
る
子
新
屋
敷

 

鳥
井
志
を
り

月
今
宵
靜
か
に
暮
れ
る
湖
畔
宿

 

川
戸
し
げ
子

一
族
の
集
い
し
笑
顔
盆
供
養

 

小
林　

里
枝

沙
羅
の
花
下
な
る
地
蔵
顔
よ
か
れ

 

山
田　

和
子

近
衛
兵
た
り
し
兄
健
終
戦
日

 

上
村
い
た
る

短
夜
や
訃
の
友
多
く
恋
し
け
り

 

引
田　

里
江

朝
顔
の
二
輪
写
り
て
タ
イ
ト
ル
に

「
一
日
か
ぎ
り
だ
け
ど
仲
良
く
し
よ
う
ね
」

 

安
木　

和
代

老
連
の
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ホームページをご利用ください
☆インターネットや携帯電話から本の検索や

予約ができます。
☆予約した本や雑誌が貸出可能になったら

電話かメールでお知らせします。
　http://lib.iwami.gr.jp/
注：ホームページからの予約は利用者登録が必要です。

携帯電話はこちら

【文学】
明日の子供たち� 有川　　浩
銀翼のイカロス� 池井戸　潤
憎悪のパレード� 石田　衣良
御子を抱く� 石持　浅海
野望の憑依者(よりまし)� 伊東　　潤
遺譜� 内田　康夫
平蔵狩り� 逢坂　　剛
死の天使はドミノを倒す� 太田　忠司
アクアマリンの神殿� 海堂　　尊
マダム・キュリーと朝食を� 小林エリカ
星々たち� 桜木　紫乃
ビタースートワルツ� 小路　幸也
往生際の悪い奴� 島田　雅彦
アンダーカバー� 真保　裕一
勁草の人� 高杉　　良
非写真� 高橋　克彦
四人組がいた。� 高村　　薫
太宰治賞2014� 筑摩書房編集部
グレイ� 堂場　瞬一
代表作時代小説　平成26年� 日本文藝家協会
すえずえ� 畠中　　恵
メタモルフォシス� 羽田　圭介
弾正星� 花村　萬月
天に星　地に花� 帚木　蓬生
太陽の棘� 原田　マハ
眠る魚� 坂東真砂子
魔法使いと刑事たちの夏� 東川　篤哉
マスカレード・イブ� 東野　圭吾
還暦少年� 平山　　譲
敬語で旅する四人の男� 麻宮ゆり子
山女日記� 湊　かなえ
ねじまき片思い� 柚木　麻子
旅の人、島の人� 俵　　万智
女という生きもの� 益田　ミリ
想像の翼にのって� 村岡　花子
ちいさな城下町� 安西　水丸
ニッポン周遊記� 池内　　紀
未闘病記� 笙野　頼子
現代語裏辞典� 筒井　康隆

利  用  案  内
開館時間　月～金　午前９時～午後７時
　　　　　土・日　午前９時～午後５時

休館日　祝日・毎月最終火曜日
★今月の休館日は13日体育の日、28日最終火曜日

・本は一人10冊まで２週間借りられます。
・予約本は連絡から１週間以内にお受け取りください。
　次の予約の方が待っておられます。
　本は返却期限内にお返しください。
★本は水に弱いので気をつけてください。
　（雨の日には袋に入れて持って来てください。）
★破れたときはテープを貼らないでそのまま持ってきてください。

あたらしい本

＊雨の日も貸出しがあります。

館外貸出日程表
長 者 寮・里 久 の 里・あ す な ろ
松 風 の 郷・ア サ ン テ 幸 風
み な み 保 育 所

（第1・3火曜日）

大岩保育所
（第1・3水曜日）

浦富保育所
（第1・3木曜日）

10月07日
10月21日

10月01日
10月15日

10月02日
10月16日

日　時　10月９日・23日（木）　午前９時30分～
場　所　中央公民館　　　★材料代が必要です。

グラスアート講習会

広報いわみ  2014年10月号19

日　時　10月19日（日）　午前10時～
場　所　中央公民館
―日　程―　10：00　かんたんクッキング
　　　　　　10：30　みんわとハーモニカを聞こう
　　　　　　　　　　　「しんぺい柿のいわれ」ほか
持ってくるもの：エプロン・三角巾・材料代100円
申し込み締切り：10月17日（金）

みんわとかんたんクッキング

10月27日～ 11月9日
―めくるめぐる本の世界―

＊10月27日は「文字・活字文化の日」

2014　第68回　読書週間
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10月１日～７日は
「法の日」週間

司法書士登記無料
相談会

＜鳥取地方裁判所・家庭裁判所に
よる裁判所見学会＞
日　時　10月28日（火）
� 13:30 ～ 15:30
定　員　30人（申込受付順）
申込先　鳥取地方・家庭裁判所事

務局総務課　☎22－2171
＜鳥取県弁護士会による無料法律
相談＞
日　時　10月７日（火）
� 10:00 ～ 15:00
場　所　鳥取地方・家庭裁判所
定　員　30人程度（当日受付順）
問　鳥取県弁護士会　☎22－3912

日時　10月４日（土）10:00 ～ 16:00
場所　鳥取県立図書館
　　　２階大会議室
　　　（鳥取市尚徳町101）
内容　相続や売買、贈与など不動

産登記に関することや、会社、
法人の登記など、登記全般につ
いて

問　鳥取県司法書士会　☎24－7013

全国一斉！法務局
休日相談所の開設

調停なんでも相談会
（無料）のお知らせ

日　時　10月５日（日）
� 10:00 ～ 15:00
場　所　鳥取地方法務局
　　　　（鳥取市東町2丁目302）
内　容　遺言、相続、登記、戸籍、

人権及び心配ごとなど
その他　相談無料。事前予約され

た方を優先。
問　鳥取地方法務局総務課
 ☎22－2127

日時　10月８日（水）

� 10:00 ～ 15:00

場所　とりぎん文化会館　第５会

議室・第６会議室

内容　交通事故、お金の貸し借り、

土地・建物のトラブル、夫婦間

の問題�など
問　鳥取地方・家庭裁判所事務局

総務課内

　鳥取地区調停協会事務局

 ☎22－2171

第４回鳥取ピンク
リボンフェスタ開催案内

～乳がんを知って検診に行こう!! ～
無料乳がん検診あります

　あなたのことを大切に思ってい

るひと、大切な自分を乳がんから

守るため、乳がんの知識と早期発

見・早期治療を呼びかけるイベン

トを行います

日　時：10月13日（月祝）

� 13:00 ～ 16:00

場　所：イオンモール鳥取北

　　　　1F�セントラルコート

内　容：無料乳がん検診（マンモ

グラフィ撮影+視触診）・パネル

展示・骨密度測定

　ちびっこコーナーなど

「無料乳がん検診：30名（先着順）」
対象者：鳥取県東部地域にお住ま

いの40歳以上の方

申込先：鳥取県保健事業団に電話

で申込みください

申込期間：10月６日（月）～�

� 10日（金）

　　　　　8:30～ 17:30
問　鳥取県保健事業団� ☎23－4841

平成27年度 兵庫県立
但馬技術大学校学生募集

募集学科　建築工学科、機械制御

工学科、情報工学科、自動車工

学科

試験区分　推薦入校試験

試 験 日　10月25日（土）

募集期間　10月１日（水）～

� 17日（金）

そ の 他　一般入校試験（第１回）

を11月29日（土）に行います。
問　兵庫県立但馬技術大学校

 ☎0796－24－2233

有  

料  

広  

告

マリエンはあなたの婚活を応援します！
独身のご子息・ご令嬢様のおられる親御様。

まずは無料相談会にどうぞお気軽にご参加ください。
（お1人ずつ対応させて頂きます）

詳しくは までお問い合せください

☎0857-30-4330 鳥取市南吉方1丁目112-1
営業時間 ９：00～17：00 
火曜日（定休日）で 検索スタジオ昴

ハローワーク鳥取
出張職業相談会

お仕事を探されている地域の皆様
(ハローワークを利用した事のない

方、ハローワークへ出向くのが困

難な方など是非ご参加ください)

【内容】

*職業相談

　求人情報の印刷提供

(紹介状を希望の方はハロー

ワークで求職登録後、窓口での

発行となります)

*訓練相談

公共職業訓練・求職者支援訓練

のご案内

　日時：平成26年10月16日(木)

　　　　10：00 ～ 12：00

　　　　(受付時間11：30まで)

　場所：岩美町中央公民館

問　ハローワーク鳥取

　　　　　　　☎23－2021(41＃）

　商工観光課　☎73－1416

　福祉課　　　☎73－1333

予約不要

※パソコンによる適職診断
も行っております。
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米子駐屯地創設64周年
記念行事のご案内

日時　10月26日（日）
場所　陸上自衛隊米子駐屯地
　　　（米子市両三柳2603）
一般開放　9：00～ 15：00
行事の内容
　記念式典・パレード、模擬戦、訓
練展示、野外売店・野点、子供広場、
装備品展示、自衛隊車両体験試乗、
野外コンサート等イベント盛りだく
さん。
　駐屯地を一般開放して皆様のお越
しをお待ちいたします。
※駐屯地周辺に臨時駐車場を用意し
ております。

問　米子駐屯地広報室
 ☎0859－29－2161㈹
　ホームページもあります。
　「陸自米子」または「８連隊」�で検
索してください。

リファーレンいなば
10月リサイクルファクトリー・

スケジュール

内　容 日　　　時 定員 費用

Ａ４サイズの
ぺたんこバッグ

10/ ８（水）
10：00～ 15：00 10人 無料

木工
ハロウィンの壁飾り

10/10（金）
10：00～ 12：00 ４人 100円

裂き織り 10/11（土）
10：00～ 15：00 ４人 実費

マイバッグ 10/15（水）
10：00～ 15：00 10人 無料

健康布ぞうり 10/16（木）
10：00～ 15：00 10人 100円

※詳しくは、電話で問い合せください。
※上記以外の体験講座や、外部出張も

行います。
　お気軽にご相談ください。

申・問　リファーレンいなば
� （鳥取市伏野2220）
　　　　☎59－6026
休　月曜日
� （月曜日が祝日の場合は翌日）

ま ち の 求 人 案 内
ハローワーク鳥取受理分（９月11日現在）

＊ハローワーク鳥取に関する求人を掲載しています。
　引き続きインターネット検索により情報を役場中央玄関パンフレットスタンドに掲示しています。
　求人がすでに採用済みとなっている場合もありますのでご了承ください。
＊就職の希望・紹介状の発行・問い合わせは、ハローワーク鳥取（鳥取公共職業安定所�☎23-2021）まで。

人口と世帯　（平成26年９月１日現在）

　　　　　人　口　12,293人（△23）

　　　　　　　　　男 �5,835人（△11）

　　　　　　　　　女 �6,458人（△12）

　　　　　世帯数　4,385世帯（＋5)�

事　業　所 所在地 職　　種 賃　金（円） 就業時間

岩美町国民健康保険岩美病院 浦富1029-2

看護師 180,500 ～ 235,200
8時30分～ 17時15分
16時30分～翌1時00分
0時30分～ 9時00分

薬剤師 178,200 ～ 8時30分～ 17時15分

臨床検査技師 178,500 8時30分～ 17時15分

本 庄 建 設　 株 式 会 社 河崎266-1
土木技術者・建築技術者 350,000 ～ 450,000

8時00分～ 17時00分
土木技術者・建築技術者（見習い） 200,000 ～ 300,000

大 和 森 林　 株 式 会 社�
鳥 取 営 業 所

鳥取県鳥取市
南吉方1丁目52番地

育林現業社員（東部）
就業場所：岩美町

151,200 ～ 252,900 8時00分～ 16時50分
育林現業社員：林業経験者（東部）
就業場所：岩美町

吾 妻 商 事　 有 限 会 社 浦富3081-21 現場監督補助 137,500 ～ 158,500 8時00分～ 17時00分

有 限 会 社　 コ タ ニ 岩井271-2 製造スタッフ 135,000 ～ 180,000 8時30分～ 17時00分

パート

株 式 会 社　 鳥 取 銀 行
鳥取県鳥取市
永楽温泉町171

銀行窓口業務(岩美支店)
就業場所：岩美町

790 ～ 850

 お知らせ
★リファーレンいなば
　　　エコフェスタ in 2014
日時：11/ ９（日）
� 10：00 ～ 15：00（雨天決行）
★リサイクルマーケット募集!!
受付期間：10/21（火）～ 10/29（水）
� （27日（月）休館日）

平成25年8月分 207,900

平成26年8月分 196,210

増減量 △11,690

 コメント

　昨年同月と比べ11,690kg減少となり
ました。
　ご協力ありがとうございました。買い
物は必要な物だけを買いましょう。
問　環境水道課　☎73－1567

岩美町の可燃ごみの量
 （単位：kg）
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今月の納税

納期限/10月31日（金）
町県民税＜３期＞
介護保険料＜３期＞

後期高齢者医療保険料＜２期＞
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《町の木》ま　   つ

《町の花》かきつばた

《町の海産物》松葉がに

森をまもりながら
紙をつくる。

FSC森林認証紙
を使用しています。

オリジナルナンバープレートを
交付します

　町制施行60周年を記念して、岩美町の海と千貫松島をデザイ

ンした原動機付自転車（総排気量50cc以下）のナンバープレー

ト（標識）を作成しました。

　対象車両を所有し、新規登録又は交換を希望される方に交付

します。

 交付期間　　平成26年10月14日(火) ～ナンバープレートの在庫が

なくなるまで

 交付場所　　岩美町役場　税務課

 交付費用　　無料（ただし、交換の場合で現在交付している標識を紛失した方は弁償金200円が必要です。)

 手続きに必要なもの

　　　　　　印鑑（認め印。法人は代表者印）

　　　　　　免許証など本人確認できるもの

　　　　　　販売証明書など車体番号や型式がわかるもの(交換の場合は現在交付している標識)

　　　　　　　※標識の交換に伴い、自賠責保険等の変更手続きが必要となる場合があります。

 そ の 他　　�標識番号は順に交付し、番号の希望は受け付けません。

　　　　　　���※原則として交付は車両１台につき１回限りです。

限定
103枚

山陰海岸ジオパークフェア

（1）ジオパーク講演会
 （10:30 ～ 12:00）

「山陰海岸ジオパークの魅力と

水中生物の世界」（仮）

講師・水中写真家　中谷英明　氏
（元鳥取県山陰海岸ジオパーク推進室

長、現県政ジオバイザリースタッフ）

内容：「素もぐり」水中写真家

として活躍する同氏が、

山陰海岸の魅力と知られ

ていない海中世界を写真

を交えて紹介します。

日　時　　平成26年10月21日（火）　10:00~16:00

会　場　　とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町101-5）　　　参加費　　無料

内　容

（2）子ども工作体験イベント
 （10:30 ～ 14:00）

「砂ねんどで遊ぼう」

講師：有限会社池原工業

内容：鳥取砂丘の砂を固めた不思

議なねんどを使った工作教

室。砂で遊ぶ楽しさを知っ

てもらい、子どもたちの想

像力を豊かにします。

対象：幼稚園～小学生

（3）展示ギャラリー
 （10:00 ～ 16:00）

内容：「山陰海岸ジオパーク写真

コンクール」入賞作品の

展示や、ジオパーク拡大

エリア（鹿野・青谷・浜

村）を始めとした各地域

を紹介するパネルを展示

し、ジオパークの魅力を

お伝えします。

岩美町制施行60周年

Since 1954
岩美町


